
令和元年度 第１回 学校給食献立会議 

 

 

                ○日時 令和元年７月１１日（木） 15:30～ 

                  ○場所 江別市立学校給食センター２階研修会議室 

 

 

１．センター長挨拶 

 

 

２．自己紹介 

 

 

３．協議事項 

（１）学校給食アンケート結果について（※別紙） 

 

 

 

 

（２）その他学校給食に関わって 

 

 

 

 

４．連絡事項 

●児童生徒のアンケートの活用時期 

献立への活用月 アンケート活用学校名 

１０月 いずみ野小、大麻東小、野幌中 

１１月 上江別小、北光小 

１２月 大麻泉小、江陽中 

１月 江別太小、第二中 

 

 

５．給食用商品試食と評価 

  ※別紙に業者毎記入 



３．協議事項 

（１）学校給食アンケート結果について 

○小学校：上江小・江太小・大麻東小・いずみ野小・大麻泉小・北光小より 

３年生の先生から 

●献立に関して 

（ご意見） 

・日頃から給食には十分感謝しています。費用や栄養面などは特にすばらしく、私達の強い

味方です。私達は、いろいろな市町村で働くので、それぞれの町の給食との出会いがあり

ます。いろいろな町にいろいろなよさがあり、正直「江別が一番！」とは感じていません。 

 ぜひ、他市町村の給食を食べて頂き、各町間での交流が生まれ、より良い給食を作ってい

って欲しいです。 

（回答） 

・他市町村との交流は、年に数回行っています。厨房施設の見学を行い、調理作業の交流や

献立レシピ交流なども行っています。 

 施設により設備や人員も違う為、取り入れたくても取り入れることができないことも多く

あるのが実情ですが、子ども達においしい給食を提供したいという気持ちはどの栄養教

諭、調理員も同じです。「江別の給食がおいしい」と言ってもらえるように、今後も努力

していきたいと思います。 

 

５年生の先生から 

●その他 

（ご意見） 

・いつもおいしくいただいています。しかし、年々、保護者から「好き嫌いなく食べること」 

「完食を目指すこと」に対し、批判を受けることが多くなり、一斉指導の難しさを感じて

います。 

（回答） 

・学校給食は、文部科学省の定めた学校給食摂取基準に基づいて献立作成を行っています。 

本来なら、全て食べきるというのが理想です。しかし、おっしゃる通り批判を受けること

もあるかと思います。無理はさせないようにしていますが、苦手なものも少しは食べる声

かけと、担任の先生には楽しい給食時間になるようご協力を頂きたいです。担任の先生が

「今日の給食おいしいね」「今日のピーマンは江別産だね」など言って頂けると、子ども達

も給食に興味を持ってくれます。 

私達も、おいしい給食作りに努力していきますので、よろしくお願いします。 

（ご意見） 

・高学年は、家庭科で調理実習を行う日があります。給食をカットし、代替食が出るとあり

がたいと思います。実習がある故に、残食が増えます。また、実習し「作って食べる喜び」

をもっと体験させたいです。 

（回答） 

・代替品の提供については、年度当初の事務担当者会議でも説明していますとおり、①「学

校・学年・学級閉鎖の措置が決定した場合」及び②「学校行事の変更等で予定していた年

間食数を消化しきれない場合」の２つの要件に限定しています。 



  代替品の提供はあくまで臨時的な措置ですので、その趣旨をご理解いただいたうえで、

毎年 3 月、希望年間食数をご提出いただく際に、調理実習などの学校行事を可能な限り想

定していただければと思います。 

 

 

 

○中学校：野幌中・第二中・江陽中より 

２年生の先生から 

●献立に関して 

（ご意見） 

・煮魚の回数が多いので、焼き魚も食べたいです。 

（回答） 

・焼き物機がセンター調理場にしかない為、焼き物調理は月に１～２回ほどとなっています。 

他にも、魚の価格が高騰しており、頻繁に提供するのが難しい状況ではありますが、でき

るだけ取り入れていきたいと思います。 

（ご感想） 

・いつもおいしい給食ありがとうございます。あの料金でこのクオリティーは、すばらしい 

 と思います。 

 

●量について 

（ご意見） 

・全体的に量が少なく感じます。子ども達の放課後活動時に空腹の生徒もいるのが現状です。

ただ、カロリー計算等の理由もあると思うので難しいですよね・・・。 

・その日によって主菜や副菜の量が極端に多い（ひじきと大豆の煮物）、少ない（ビビンバ）

があるのが気になります。少ないものは、味を濃くしてごはんがはかどるよう少量でも工

夫しているのだとは思いますが、子どもには物足りないようです。 

（回答） 

・中学生の基準値に合わせて献立を作成しています。栄養価は数字的には満たされている状

況ですが、中学生は活動量も多い為、量が少ないと感じる生徒もいるかと思います。献立

作成の際に、組み合わせや味つけなどにより考慮していきたいと思います。 

ただ、小学生より中学生の方が残量が多いということもありますので、食に関する指導と

併せ、学級における指導についてもお願いしたいと考えております。 

 

 

 


